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Agenda

１．背景
２．設計工数の測定
３．成果物規模の測定
４．改善提案の測定
５．まとめ
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住友電工情報システム株式会社

資本金　： 4.8億円
従業員数： 590名
本　社　：新大阪
株　主　：住友電気工業株式会社 60%
　　　　　住友電装株式会社 　　40%

事業内容
住友電工グループ向け 業務システムの開発
住友電装向け 業務システムの開発
パッケージソフト 開発・販売
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１．背　景
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背景

2019: Digital Assistant 構想立案 (22Vision)

Step 1
社内のデータを収集 (Hadoop, R)
保守やプロジェクト管理に必要レポート出力
成果：間接費削減、DISK障害ゼロ

Step 2
2021年：新規開発の支援を検討
2022年：システム開発スキルの開発、試行
2023年：サブプロセスの自動測定
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現状と推進方針

プロセス改善の現状
2011年: CMMI Level 5 達成
開発標準の策定：定量的効果の実感が少ない
ツールによるＱＣＤ改善：局所的、効果小さい

推進方針
開発者と Digital Assistant(D.A.) がペアで開発

D.A. のスキル開発によるサービス化
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Digital Assistant の紹介１

SELECTは
外部仕様書
の画面仕様
でほぼ確定

フラグ等
画面にない
項目を追加

日本語名から
実装名への
変換は面倒人でなくても

実施可能

決まるもの

決めるもの
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Digital Assistant の紹介２

外部設計

設計
ツール

ＰＧ設計

設計
ツール

ＰＧ開発

開発
ツール

テスト

テスト
ツール

D.A.　(縦と横)

ツール D.A.

能
力

能
力

PDCA 高回転

バスタブ作戦
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今回の狙い： PCDAサイクルの実現

小さな施策で PDCA を高速で回したい
Check: 定量的な効果測定が難しい

プログラム設計はプログラム毎に記載項目が異なる
（入力チェック、データ加工、バッチ処理等）
記載項目毎の生産性は測定不能（数分単位）
設計全体の平均値では 20～30件で評価できない

D.A. 改善情報の収集
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２．設計工数の測定
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プログラム設計の単位

開発単位
以下の機能を
まとめて開発
登録
照会
更新
削除
その他



-12-

プログラム仕様書の構成

プログラム仕様書(Excel Book)

登録画面仕様(sheet)

入力処理

出力処理

エラーチェック

データ加工

・・・

変更画面仕様(sheet)

入力処理

出力処理

エラーチェック

データ加工

・・・

削除画面仕様(sheet)

入力処理

出力処理

エラーチェック

データ加工

・・・

・・・

測定したい
サブ・プロセス
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設計プロセス測定の難しさ

１つの仕様書に複数の設計項目が混在
機能毎に設計項目の比重が異なる
数分単位でサブ・プロセスがスイッチ

設計項目
概要（タイトル、実装名、プログラム区分等）

テーブル CRUD

利用部品
プログラム構造（メソッド毎の処理等）
更新項目表
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D.A. 設計支援画面のイメージ
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データ収集の仕組み

ブラウザ

D.A.仕様

文書サーバー

仕様

操作ログ

分析サーバー
(Hadoop)

操作ログ

設計者

分析者

成果物
量

工数：設計要素毎に操作を記録
規模：設計要素毎に項目数を記録
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操作ログの例

26秒差
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Apache Log の活用

空白時間帯

外部仕様書を
確認している

イベントログから工数への変換
空白時間をどう判断するか？
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工数測定　まとめ

データ収集
専用設計画面を用意し、操作ログを収集

工数データへの変換
操作ログの間隔を測定

Apache Log で休憩時間判定の精度向上
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３．成果物規模の測定
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成果物規模の測定

サブプロセス単位で測定
サブプロセス 成果物量

概要 文字数

CRUD テーブル数

メッセージ メッセージ数

プログラム構造 メソッド数

更新項目表 更新項目数

D.A. が自動測定し、データ分析基板に送信
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４．改善提案の測定
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目的

D.A. のチェック能力評価
好ましくない指摘ツール

大量の警告を出力
対応しても効果がない

本当に必要な修正を指摘できているか？

D.A. のスキル改善が効果的であったか？
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D.A. によるコードレビューの例

測定



-24-

指摘の有効性をRedmine連携で記録

ブラウザ

D.A.指摘
内容

文書サーバー

指摘
内容

分析サーバー
(Hadoop)

設計者

分析者

指摘
内容

Redmine

チケット
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５．まとめ
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サブプロセスの状況

スクリーンをご覧ください
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成果

成果
サブプロセスの分布を把握
改善対象の絞り込みが可能
改善効果の定量的な評価が可能

今後の活動
サブプロセスのベースライン確立（データ蓄積）

PDCAサイクルで必要な追加指標の測定
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The END
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